
�今年度のシンポジウムは、「放課後」について、
⼦どもの声を集めることから始めます。
アンケートやヒアリングなどで事前に聞き取りをし
た内容を元に、スペシャルなゲストをお迎えしなが
らラジオトーク⾵に話を広げていきます！
ぜひ、ご観覧ください〜。

⽇にち：2024年2⽉23⽇(⾦・祝)
時間 ：13:00-16:00(開場12:45)
場所 ：増⽥公⺠館
⼊場料：500円  定員：100名
 ��お申し込みは、右記の２次元コードから→

⼩学⽣に
アンケート/ヒアリングをします。
ゲストと共にその⼦どもの声を
紐解いていきたいと思います。
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■お問い合わせは ⼀般社団法⼈プレーワーカーズ事務局

022-397-7507
info@playworkers.org
宮城県名取市⾼舘熊野堂字⾶⿃中3

アンケートアンケート

《⼦どもの声から始まった児童館》
ゲスト：近藤⽇和
(⽯巻市⼦どもセンターらいつ職員)
 1998年⽣まれ。東⽇本⼤震災後、公益社団法⼈セーブ・
ザ・チルドレンジャパン（SCJ）の⼦ども⽀援活動「⼦ど
もまちづくりクラブ」にメンバーとして参加し、中学1年
⽣〜⾼校3年⽣まで関わる。その後、ボランティアを経
て、2018年にらいつの職員となる。

《⼦どもの声から考える放課後》
ゲスト：⼭⽥司郎
(第17代、第18代名取市⻑)
 名取市⽣まれ。⼤学卒業後、株式会社エンドーチェーン
（現株式会社⻄友）にて勤務。平成20年に名取市議会議員に
初当選。名取こどもミュージカル実⾏員会委員⻑、常盤⽊学
園⾼等学校PTA会⻑を歴任し、平成28年より名取市⻑に就
任。座右の銘は「為せば成る」。趣味は「登⼭、ギター」。

《若者の声と共に歩む居場所づくり》
ゲスト：鈴⽊平
(NPO法⼈TEDIC代表理事)
 ⼤学卒業後はIT企業にて営業、コンサルタントとして勤
務。2014年よりチャンス・フォー・チルドレンに参画。若
⼿⼈材の育成や教育・福祉⼈材のバーンアウトに課題を感
じ、「⼈が育つ環境をつくる」をテーマにしたユースソー
シャルみやぎを設⽴。2017年よりNPO法⼈TEDIC理事就
任、2019年より副代表理事、2021年から現職。
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助成：令和５年度宮城県NPO等の絆⼒を活かした震災復興⽀援事業補助⾦
後援：宮城県⼩児科医会、株式会社エフエムなとり、
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(住所:名取市増⽥四丁⽬7-30北棟4階)
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《⼦どもの声を�聴く�とは》
ゲスト：⼩林純⼦
(NPO法⼈チャイルドラインみやぎ代表理事)
 ⼦育て中にNPO活動と出会い、「⼦どもの権利」を⼤切に
考えるNPOを複数設⽴。のびすく仙台、児童館等の管理や、
英国の虐待防⽌電話に学んで2002年「チャイルドライン」の
開設、東⽇本⼤震災時の⼦ども⽀援、2019年からは「社会的
養護⾃⽴⽀援コーディネーター」として、虐待などで社会的
養護となった⼦ども・若者の⽀援を⾏ってきた。


